
選
択
肢
の
中
か
ら
、目
的
に
沿
っ
て
選
択
す
る

こ
と
で
す
。
ど
れ
が
目
的
の
実
現
に
向
け
て
有

効
か
と
い
う
こ
と
を
、優
先
順
位
を
つ
け
た
り
、

時
に
は
統
合
し
た
り
し
な
が
ら
、数
を
絞
り
込

み
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
発
散
」「
収
束
」の
手
続
き
を
経
た

う
え
で
、そ
の
過
程
を
基
に
根
拠
を
論
理
的
に

整
理
し
た
も
の
が「
理
由
」で
あ
り
、そ
れ
を
基

に
し
た
設
問
に
対
す
る
回
答
が「
意
見
」に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、私
は
設
問
に
向
き
合
い
思
考
す
る
場

面
と
、そ
の
内
容
を
文
章
と
し
て
整
え
る
手
続

き
を
分
け
る
こ
と
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。
答
案

作
成
時
に
よ
く
あ
り
が
ち
な
の
が
、思
い
つ
く

ま
ま
に
原
稿
用
紙
の
マ
ス
目
を
埋
め
て
い
こ
う

と
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。
そ
う
な
る
と
発
散
が
不

十
分
な
ま
ま
に
主
張
の
方
向
性
を
定
め
る
こ

と
に
な
っ
た
り
、そ
も
そ
も
発
散
と
収
束
の
過

程
を
踏
ま
ず
に
感
想
を
述
べ
る
だ
け
で
終
わ
っ

た
り
し
ま
す
。設
問
に
対
す
る
意
見
や
理
由
を

考
え
る
に
あ
た
り
、多
様
な
選
択
肢
を
検
討
し

た
り
、意
見
や
理
由
の
妥
当
性
を
検
討
す
る
こ

と
な
く
答
案
を
作
成
す
る
の
は
危
険
で
す
。

で
す
か
ら
、思
考
を
発
散
・
収
束
す
る
ワ
ー
ク

と
、「
意
見
」「
理
由
」を
構
築
す
る
ワ
ー
ク
は
分

け
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

発
散
・
収
束
を
促
す
た
め
、ワ
ー
ク
の
冒
頭
で

「
駆
動
質
問（driving question

）
」を
生
徒

に
投
げ
か
け
ま
す
。
生
徒
が
探
究
サ
イ
ク
ル
を

回
し
て
解
決
方
法
を
探
る
支
援
を
す
る
た
め

に
、教
師
が
示
す
問
い
の
こ
と
で
す
。
つ
ま
り

「
問
い（
駆
動
質
問
）の
提
示
―
発
散
―
収

束
」の
一
連
の
手
続
き
を「
②
発
散
・
収
束
の
ワ

ー
ク
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

使
え
る
コ
マ
数
に
よ
っ
て
、前
述
の
授
業
モ
デ

ル
を
基
に
、講
座
全
体
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
す
。

　

②
は
制
限
時
間
に
よ
っ
て
ワ
ー
ク
の
数
を
決

め
ま
す
。
な
お
、1
つ
の
ワ
ー
ク
に
つ
き
お
お
よ

そ
20
〜
40
分
は
時
間
を
要
し
ま
す
。で
す
か
ら
、

例
え
ば
１
コ
マ
50
分
で
あ
れ
ば
1
つ
で
き
れ
ば

よ
い
、と
い
う
く
ら
い
の
余
裕
を
も
た
せ
ま
す
。

1
2
0
分
あ
れ
ば
、ワ
ー
ク
は
3
〜
4
つ
程
度

行
え
ま
す
。

 

「
②
発
散
・
収
束
の
ワ
ー
ク
」で
は
、学
習
者
に

「
デ
ザ
イ
ン
思
考
」を
身
に
付
け
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
思
考
と

は
、デ
ザ
イ
ナ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
過
程
で

行
う
思
考
の
こ
と
で
、実
践
的
・
創
造
的
な
問

題
解
決
を
行
う
手
法
で
す
。I
D
E
O
の
デ

ビ
ッ
ト
・
ケ
リ
ー
が
ビ
ジ
ネ
ス
へ
応
用
し
た
こ
と

で
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
思
考
は
一つ
の
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
で
は
な
く
、問
題
に
関
わ
る
現
在
と
未
来

の
条
件
を
考
慮
し
、複
数
の
解
決
方
法
を
探

究
し
て
い
き
ま
す
。
私
は
こ
れ
を
応
用
し
、小

論
文
を
書
く
う
え
で
大
切
な
「
考
え
る
」と
い

う
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
、「
発
散
」「
収
束
」と
い

う
デ
ザ
イ
ン
思
考
の
基
本
に
な
る
手
続
き
を

踏
ん
で
い
ま
す
。
大
学
入
試
で
は
、こ
の
発
散

と
収
束
の
手
続
き
を
受
験
会
場
で
再
現
で
き

 

「
意
見
と
理
由
」を
考
え
る
授
業
を
紹
介
す

る
た
め
に
、ま
ず
は
、私
の
基
本
的
な
授
業
モ

デ
ル
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

右
記
の
よ
う
に
、私
の
講
義
の
特
徴
は
、「
②

発
散
・
収
束
の
ワ
ー
ク
」を
毎
回
実
施
し
て
い

る
点
で
す
。「
発
散
」「
収
束
」は
後
述
す
る「
デ

ザ
イ
ン
思
考
」や
P
B
L（P

roject B
ased 

Learning

）、小
論
文
執
筆
に
お
い
て
大
切
で

す
。

　

発
散
と
は
、問
い
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
選

択
肢
を
つ
く
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
そ
も
そ
も

小
論
文
の
設
問
に
対
す
る
主
張
の
方
向
性
は

数
多
く
あ
り
ま
す
か
ら
、主
張
を
思
い
つ
く
限

り
想
定
し
て
吐
き
出
し
、よ
り
良
い「
意
見
」

「
理
由
」を
導
く
た
め
の
選
択
肢
を
準
備
し
ま

す
。

　
一
方
、収
束
と
は
、発
散
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た

発
散
と
収
束
が

意
見
と
理
由
の
基
と
な
る

「
駆
動
質
問
」に
よ
っ
て

探
究
サ
イ
ク
ル
を
促
す

デ
ザ
イ
ン
思
考
の
定
着
が

ワ
ー
ク
の
ね
ら
い

AO・推薦指導で実績を残してきた“カンザキメソッド”開発者、神﨑史彦氏による連載。
第2回目は、小論文に必要な「根拠」「意見」「提案」 の三要素のうち、

「意見」をもつための授業と、その授業設計の背景にある理論の一つ「デザイン思考」を紹介します。

① 

ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
・
チ
ェッ
ク
イ
ン

（
10
〜
15
分
）

② 

発
散
・
収
束
の
ワ
ー
ク

（
1
つ
の
ワ
ー
ク
で
20
〜
40
分
）

　

 （
１
）問
い
の
提
示

　

 （
２
）発
散

　

 （
３
）収
束

③ 

授
業
全
体
の
リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン・

　

 

チ
ェッ
ク
ア
ウ
ト 

（
10
〜
15
分
）

④ 

ホ
ー
ム
ワ
ー
ク（
小
論
文
執
筆
）
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ね
て
、「
ペ
ア
の
相
手
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
考

え
よ
う
」と
い
う
ワ
ー
ク
を
し
ま
す
。小
論
文
で

用
い
る「
意
見
」「
理
由
」を
発
散
・
収
束
に
よ
っ

て
導
く
経
験
を
し
て
も
ら
う
こ
と
が
主
な
目

的
で
す
。

　

な
お
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
の
た
め
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で
授
業
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
き

ま
し
た
。
私
もZoom

を
用
い
て
い
ま
す
。
ブ
レ

イ
ク
ア
ウ
ト
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
ペ
ア
ワ
ー
ク
を
行
っ

た
り
、Google

のJam
board

で
付
箋
を
用
い

た
発
散
・
収
束
の
ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
り
し
て

い
ま
す（
左
図
中
※
１
部
分
）。

　

ま
た
、課
題
提
出
や
自
主
勉
強
会（
輪
読

等
）の
報
告
もG

oogle classroom

や

S
lack

、LIN
E

等
で
行
っ
て
い
ま
す
（
左
図
中

※
２
部
分
）。

　

今
回
は
私
の
通
常
の
授
業
設
計
と
、「
意
見
」

「
理
由
」を
グ
ル
ー
プ
で
考
え
る
ワ
ー
ク
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
し
た
。次
回
は「
提
案
」ま
で
含
め

た
授
業
に
つ
い
て
、ブ
ル
ー
ム
の
タ
キ
ソ
ノ
ミ
ー

な
ど
を
含
め
て
ご
紹
介
し
よ
う
と
思
い
ま
す
。

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、そ
の
定
着
の
た
め
に
繰
り

返
し
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、私
は
P
B
L
で
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。P
B
L
と
は
、現
実
社
会
に
存
在
す
る
問

題
に
取
り
組
む
学
び
の
ス
タ
イ
ル
で
、創
始
者

は
J
・
デ
ュー
イ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

P
B
L
で
は
仮
説
と
検
証
を
繰
り
返
し
、

試
行
錯
誤
の
過
程
を
学
び
ま
す
。
す
な
わ
ち

「
問
い
―
調
査
・
実
験
・
試
作
―
と
り
あ
え
ず

の
解
の
発
見
―
新
た
な
問
い
の
発
見
…
」と
い

う
探
究
の
サ
イ
ク
ル
を
基
に
、目
的
達
成
を
す

る
と
い
う
こ
と
で
す
。こ
れ
は「
②
発
散
・
収
束

の
ワ
ー
ク
」に
あ
る
「
問
い（
駆
動
質
問
）の
提

示
―
発
散
―
収
束
」の
一
連
の
流
れ
と
重
な

り
ま
す
。

　

最
後
に
、実
際
の
講
義
の
例
を
示
し
ま
す
。

1
2
0
分
で
行
う
場
合
、下
記
の
よ
う
に

（
1
）問
い
の
提
示（
2
）発
散（
3
）収
束
を
繰

り
返
す
設
計
を
す
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　

例
え
ば
、初
回
の
授
業
は
自
己
紹
介
を
兼

「
主
張
」「
根
拠
」の
ワ
ー
ク

神﨑史彦
1978年生まれ。1996年に法政大学に法学
部論文特別入試で合格。在学中より塾講師を
務め、卒業後は大学受験予備校などで小論文
の講義を担当する一方、模擬試験の問題作成
者として活動し、20冊の学習参考書を出版。
現在は自らの塾を経営しながら、講演や私立学
校での講師を務め、全国各地の高校教育改革
ならびに高大接続事業のコンサルティングを行
っている。2020年4月よりスタディサプリ講師
に就任。社会人大学院生（慶應義塾大学大学
院政策・メディア研究科）。21世紀型教育機構
アクレディテーションメンバー。

● 学習指導例（講座初回、対象：高２：120分）

「もしあなたがペアの相手にキャッチフレーズをつけるなら、どのようなものにするか」
本時のねらい　①発散・収束の方法を習得する　②小論文の要素である「意見」「理由」を導く練習をする

学習活動 指導上の工夫・駆動質問・留意事項 教材・教具

アイスブレイク
（15分）

ペアの組成、先攻・後攻の決定
個人ワーク「あなたにとっての『素敵な日曜日』を、身近なものを使っ
て、作品として表現しよう」
ペアワーク「つくった作品を基に、あなたにとっての『素敵な日曜日』
をペアの相手に語ろう」

ワーク①
ペアの相手
の特徴を探る
（20分）

問いの提示
「面識の薄いペアの相手のキャッチフレーズをつけるためにヒアリン
グを行おう」
発散（ペアワーク）「ペアの相手に、特徴や趣味や好きなことを聞い
てみよう」※付箋1枚につき、特徴や趣味を一つ示す。
収束（個人ワーク）「メモ書きの中のキーワードの中で『その言葉を聴
いたらこの人だ』とわかりそうなキーワードに◯を5つつけてみよう」「そ
の◯をつけたキーワードに順位をつけてみよう」

ノート・メモ用紙※1

ワーク②
キャッチフレーズを
つくるコツをつかむ
（20分）

問いの提示
「キーワードを基にキャッチフレーズをつくるわけだけど、前例があると
イメージがつきやすそうだね。そのエッセンスを含めたキャッチフレーズ
をつくろう」
発散（グループワーク）「アイドルのキャッチフレーズを見つめると、面
白い傾向が見えるかも。いくつか出してみよう」※付箋1枚につき、傾
向を一つ示す。
収束（グループワーク）「アイドルのキャッチフレーズに潜むネーミング
のポイントを抽出してみよう」「例えば『地域名』『本人が好きなもの』
『数』『本人の特徴』『比喩』など、いろいろありそうだね」

黄色の付箋
（75mm×75mm）※1

休憩（10分）

ワーク③
キャッチフレーズを決める
【設問に対する意見を
決定する】
（20分）

問いの提示
「ネーミングのポイントを基に、ペアの相手のキャッチフレーズを考えよう」
発散（個人ワーク）「思いつくキャッチフレーズを書き出してみよう」「発
散のときには『これはないだろう』というものでも書き出そう」※付箋1
枚につき、キャッチフレーズを一つ示す。
収束（個人ワーク）「相手の特徴を最も表しているキャッチフレーズを
１つ選ぼう」

ピンク色の付箋
（75mm×75mm）※1

ワーク④
キャッチフレーズを
決めた理由を説明する
【意見に対する
理由を述べる】
（20分）

問いの提示
「今までの過程を踏まえて、なぜ選んだキャッチフレーズが相手の特
徴を示すものとして優れているのかを説明してみよう」
発散（ペアワーク）「そのキャッチフレーズにはどういうネーミングのポイ
ントがあるのか、それは相手のどういう特徴や趣味と紐づくのか、理由
を示してみよう」※付箋1枚につき、理由を一つ示す。
収束（個人ワーク）「今挙げた理由に優先順位をつけてみよう」

水色の付箋
（75mm×75mm）※1

リフレクション・
チェックアウト
（15分）

学びの共有
「授業を受ける前と比べてどのように成長したか、みんなでシェアしよう」
感情の共有
「メンバー同士の気持ちを整えるために、授業を通しての自分の状
態や気持ちを語り、みんなでシェアしよう」

小論文の課題
【ホームワーク】

「もしあなたがペアの相手にキャッチフレーズをつけるなら、どのような
ものにするか」（400字以内）※2

『小論文のルールブック
（KADOKAWA）』の論説※2

写真提供：鹿児島純心女子高校（鹿児島・私立）
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